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Terrestrial atmospheric components in lunar soils: Records of early Earth evolution. 
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  太陽系の元素組成（含同位体比組成）は、非揮発性元素については CI コンドライト、そして揮発性元素に

ついては月の表層砂にインプラントされた太陽風の分析値から求められてきた。 しかし月砂中に観測された太陽

風成分の中には、太陽には殆ど存在しない元素（例えば N や Ar40 それにフィッション Xe など）が過剰に含まれ

ている事が知られていたが、これまで合理的な説明はなされていなかった。私達はフィッション Xe の起源につい

ては系外惑星による太陽汚染の可能性[1]を指摘した。しかし惑星汚染だけでは非太陽系成分の N や Ar40 を量的に

説明することは不可能である。 

  以上の問題の解決のため、われわれは地球史初期にもし地磁場が無かったとすると地球電離層からかなり

のイオン流出が起こったであろう、と言う「地球風仮説：EW:Earth Wind」を提唱する。地磁場が無ければ SW は地

球のごく近くまで（2‾300km）侵入し電離層のイオンを剥ぎ取り地球風として流出し、その一部が月に到達するの

では、と言う仮説である。最近の名古屋大の関，寺田，品川の数値計算結果[2]はこの EW 仮説を支持している。 

  EW 仮説が正しいとすると、非太陽系成分の説明に留まらず、初期地球進化の問題例えば地球磁場の出現時

期や、初期大気の組成等の解明にユニークな手掛りを与えてくれよう。さらに月－地球系ダイナミックス理論が正

しければ月の裏側（現在地球から見た）は略過去４５億年間 EW の影響を受けていないことになる。したがって EW

仮説（さらには月－地球系ダイナミックス理論）は月の表側と裏側の砂の分析から検証可能となる。将来の月裏側

の試料採集は太陽系形成論に新たな道を拓く可能性がある。 
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